The newly obtained manuscript "Takafusa no Koizukushi" (隆房の恋づくし) : introduction and transcription by 渡邉 裕美子 et al.
新
収
『
隆
房
の
恋
づ
く
し
』
─　　─1
一　
書
誌
と
解
題
　
新
た
に
中
央
図
書
館
特
別
資
料
室
に
収
蔵
さ
れ
た
『
隆
房
の
恋
づ
く
し
』（
以
下
「
早
大
本
」
と
略
称
す
る
）
に
つ
い
て
、
解
題
を
記
す
。
書
誌
は
左
の
通
り
。
　
列
帖
装
、
一
帖
。
縦
一
五
・
八
糎
、
横
一
一
・
八
糎
。
淡
青
色
無
地
の
鳥
の
子
紙
表
紙
、
同
中
央
に
丹
色
地
縦
竜
文
の
題
僉
「
隆
房
の
恋
つ
く
し
」
と
あ
る
（
本
文
と
は
別
筆
）。
見
返
し
は
本
文
共
紙
。
料
紙
は
鳥
の
子
紙
で
、
三
括
か
ら
な
り
、
各
括
と
も
五
枚
の
料
紙
を
重
ね
て
折
ら
れ
て
い
る
が
、
第
一
括
の
一
番
外
側
の
丁
は
、
見
返
し
と
し
て
前
表
紙
に
貼
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
三
括
の
外
側
の
二
丁
も
、
一
番
外
を
後
表
紙
の
中
に
く
る
み
、
そ
の
一
つ
内
側
の
丁
が
見
返
し
と
し
て
後
表
紙
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
丁
数
と
し
て
は
全
二
七
丁
と
な
る
。
原
本
文
は
、
そ
の
第
二
丁
か
ら
第
二
〇
丁
ま
で
に
書
写
さ
れ
て
お
り
、
第
二
丁
表
か
ら
第
一
六
丁
表
ま
で
が
『
隆
房
の
恋
づ
く
し
』、
第
一
六
丁
裏
を
一
面
空
白
と
し
、
第
一
七
丁
表
か
ら
第
二
〇
丁
裏
三
行
目
ま
で
勅
撰
集
か
ら
抄
出
し
た
恋
歌
四
三
新
収
『
隆
房
の
恋
づ
く
し
』
│
│ 
解
題
と
翻
刻 
│
│
渡　
邉　
裕
美
子　
　
兼　
築　
信　
行
板　
垣　
満
理
絵　
　
上　
田　
浩　
志
金　
子　
英　
和　
　
田　
原　
加
奈
子
─　　─2
首
を
記
す
。
元
来
は
前
に
一
丁
、
後
に
七
丁
の
遊
紙
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
第
一
丁
表
に
、
本
文
と
は
別
筆
で
「
和
歌
恋
尽
／
北
大
路
蔵
書
」
と
書
き
、
内
扉
と
な
さ
れ
た
。
な
お
、
同
右
上
に
は
「
内
扉
後
筆
」
の
小
紙
片
も
貼
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
第
二
六
丁
裏
に
は
内
扉
と
同
筆
で
、「
明
治
十
有
五
年
十
一
月
廿
日
／
爾
来
放
不
為
／
北
大
路
末
吉
郎
」
と
い
う
一
種
の
相
伝
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
内
題
は
、
第
二
丁
表
一
行
目
に
、
本
文
よ
り
約
二
字
下
げ
て
「
た
か
ふ
さ
の
恋
つ
く
し
」
と
あ
る
。
恋
歌
抄
出
の
書
き
始
め
で
あ
る
第
一
七
丁
表
の
右
上
に
は
、「
是
以
右
恋
歌
秀
歌
選
」
の
小
紙
片
を
貼
る
。
本
文
は
一
面
一
二
行
、
和
歌
一
首
一
行
書
き
。「
隆
房
の
恋
づ
く
し
」
の
部
分
は
、
和
歌
は
地
の
文
よ
り
約
二
字
下
げ
。
恋
歌
抄
出
の
部
分
は
、
作
者
名
は
歌
頭
よ
り
約
一
三
字
下
げ
、
詞
書
は
「
か
へ
し
」
と
記
す
一
箇
所
の
み
で
、
約
三
字
下
げ
と
す
る
。
室
町
期
の
写
か
。
現
在
整
理
中
の
た
め
、
請
求
番
号
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
　
前
表
紙
見
返
し
の
左
下
に
方
形
朱
陰
印
が
二
種
（
印
記
不
明
）
捺
さ
れ
、
同
じ
両
印
は
奥
書
「
北
大
路
末
吉
郎
」
の
署
名
の
左
側
に
も
捺
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
内
扉
の
右
上
斜
め
に
単
郭
長
方
形
朱
陽
印
、
左
下
の
「
蔵
書
」
に
か
け
て
方
形
朱
陰
印
（
と
も
に
印
記
不
明
）
を
捺
し
、
第
二
丁
表
す
な
わ
ち
『
隆
房
の
恋
づ
く
し
』
の
冒
頭
箇
所
に
も
、
上
下
に
朱
の
小
陽
印
（
上
方
は
無
郭
縦
二
文
字
で
印
記
は
不
明
。
下
方
は
「
北
」
の
単
郭
丸
印
）
が
捺
さ
れ
る
。
　
な
お
「
北
大
路
末
吉
郎
」
は
、
上
賀
茂
神
社
の
社
家
で
あ
る
北
大
路
家
の
系
累
と
考
え
ら
れ
る
が
未
勘
。
大
正
五
年
に
、
修
学
院
尋
常
小
学
校
（
現
在
の
京
都
市
立
修
学
院
小
学
校
）
の
訓
導
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
　
『
隆
房
の
恋
づ
く
し
』
は
、
従
来
、『
艶
詞
』
と
通
称
さ
れ
、
作
者
は
藤
原
隆
房
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
本
作
は
隆
房
の
自
撰
家
集
『
隆
房
集
』
を
後
人
が
改
作
し
た
蓋
然
性
が
高
く
、
古
く
は
『
隆
房
の
恋
づ
く
し
』（
或
い
は
単
に
『
恋
づ
く
し
』）
と
称
さ
れ
て
い
た
（
渡
邉
裕
美
子
『
新
古
今
時
代
の
表
現
方
法
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
〇
年
。
以
下
、
論
述
の
都
合
上
、
渡
邉
著
書
と
重
な
る
部
分
が
あ
る
）。
　
原
作
で
あ
る
『
隆
房
集
』
の
作
者
隆
房
は
、
平
安
末
期
に
風
流
な
文
化
人
と
し
て
名
を
馳
せ
た
人
物
で
あ
る
。
久
安
四
年
（
一
一
四
八
）
新
収
『
隆
房
の
恋
づ
く
し
』
─　　─3
に
生
ま
れ
、
承
元
三
年
（
一
二
〇
九
）
に
六
二
歳
で
没
し
た
。
権
大
納
言
藤
原
隆
季
男
、
祖
父
は
中
御
門
中
納
言
家
成
で
、
六
条
藤
家
の
祖
顕
季
は
曾
々
祖
父
に
あ
た
る
。
院
の
近
臣
と
し
て
権
勢
を
誇
っ
た
一
族
で
あ
る
と
と
も
に
、
代
々
歌
人
を
輩
出
し
た
家
柄
で
あ
る
。
冷
泉
少
将
、
冷
泉
大
納
言
、
四
条
大
納
言
な
ど
と
称
さ
れ
た
。
承
安
元
年
（
一
一
七
一
）
以
前
に
平
清
盛
の
四
女
と
結
婚
、
高
倉
天
皇
近
臣
と
な
り
、
平
家
の
公
達
と
親
し
く
交
流
す
る
姿
が
『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
に
描
き
取
ら
れ
て
い
る
。
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
三
月
四
日
〜
六
日
の
後
白
河
院
五
十
賀
に
お
い
て
舞
人
を
勤
め
、
賀
宴
の
仮
名
記
で
あ
る
『
安
元
御
賀
記
』
を
著
し
た
。
同
記
に
は
藤
原
定
家
書
写
本
が
伝
存
す
る
。
笙
を
よ
く
し
、
笛
で
遊
宴
に
奉
仕
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
平
家
滅
亡
以
前
に
、
後
白
河
院
第
一
の
近
臣
と
称
さ
れ
た
高
階
康
経
の
女
と
結
婚
す
る
。
隆
房
は
こ
の
康
経
や
父
隆
季
の
庇
護
の
も
と
、
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
の
平
家
滅
亡
後
も
、
そ
の
影
響
を
さ
ほ
ど
受
け
る
こ
と
は
な
く
、
後
に
は
九
条
兼
実
に
親
近
し
た
。
極
位
極
官
は
正
二
位
権
大
納
言
で
、
建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）
に
五
九
歳
で
出
家
、
法
名
は
寂
恵
で
あ
っ
た
。
歌
人
と
し
て
は
、『
千
載
集
』
以
下
の
勅
撰
集
に
三
四
首
入
集
し
、
嘉
応
二
年
（
一
一
七
〇
）
『
建
春
門
院
北
面
歌
合
』、
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）『
別
雷
社
歌
合
』、
建
久
六
年
（
一
一
九
五
）『
民
部
卿
家
歌
合
』、
建
久
九
年
『
御
室
五
十
首
』、
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）『
正
治
初
度
百
首
』
等
に
出
詠
し
た
。『
隆
房
集
』（
御
所
本
系
）
を
自
撰
す
る
ほ
か
、『
和
漢
朗
詠
集
』
等
を
出
典
と
す
る
句
題
に
よ
る
『
朗
詠
百
首
』
や
、
堀
河
百
首
題
に
よ
る
『
隆
房
集
』（
日
本
大
学
文
理
学
部
図
書
館
蔵
本
）
を
残
し
て
い
る
。
　
『
朗
詠
百
首
』
と
日
大
本
『
隆
房
集
』
を
除
く
隆
房
の
家
集
は
、
現
在
、
左
の
三
種
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
〈
第
一
種　
冷
泉
家
本
系
〉
総
歌
数
一
〇
〇
首
。
詳
細
な
詞
書
を
伴
い
、
隆
房
の
体
験
し
た
悲
恋
の
顛
末
が
贈
答
歌
は
含
め
ず
に
自
詠
の
み
で
綴
ら
れ
る
。
一
番
歌
と
一
〇
〇
番
歌
は
、
詞
書
も
含
め
て
序
跋
に
当
た
る
。『
伊
勢
物
語
』
の
「
昔
男
」
が
強
く
意
識
さ
れ
つ
つ
虚
構
も
交
え
て
心
情
が
述
べ
ら
れ
、
具
体
的
な
固
有
名
詞
や
社
会
的
背
景
は
注
意
深
く
捨
象
さ
れ
て
い
る
。
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
が
代
表
的
伝
本
。
従
来
は
─　　─4
御
所
本
系
と
称
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
系
統
の
本
か
ら
『
平
家
物
語
』
に
歌
と
詞
書
が
取
り
込
ま
れ
、
物
語
で
は
隆
房
の
恋
の
相
手
は
小
督
と
さ
れ
る
（
巻
六
・
小
督
）。
し
か
し
、
御
所
本
系
の
叙
述
か
ら
は
、
相
手
は
恐
ら
く
高
倉
天
皇
の
女
房
で
、
二
人
は
人
目
を
忍
ぶ
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
以
外
、
具
体
的
に
は
不
明
で
あ
る
。
成
立
は
、『
千
載
集
』
に
入
集
す
る
隆
房
歌
が
こ
の
集
か
ら
の
撰
入
で
あ
る
な
ら
ば
、『
千
載
集
』
成
立
の
文
治
四
年
（
一
一
八
八
）
頃
以
前
。
〈
第
二
種　
定
家
本
系
〉
総
歌
数
一
〇
〇
首
。
冷
泉
家
本
系
と
和
歌
に
異
同
は
な
い
が
、
詞
書
は
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。
簡
略
化
は
要
約
に
よ
ら
ず
、
概
ね
冷
泉
家
本
系
詞
書
の
ご
く
一
部
を
抜
き
出
す
形
で
な
さ
れ
、
悲
恋
の
顛
末
を
辿
る
こ
と
は
難
し
い
。
奥
書
に
よ
り
定
家
筆
本
を
祖
本
と
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
〈
第
三
種　
恋
づ
く
し
系
〉
総
歌
数
八
〇
首
。
冷
泉
家
本
系
・
定
家
本
系
の
二
三
首
を
欠
き
、
別
に
長
歌
一
首
・
反
歌
二
首
加
え
る
。
近
世
以
降
、
群
書
類
従
等
で
よ
く
読
ま
れ
、
そ
の
書
名
に
よ
り
『
艶
詞
』
と
通
称
さ
れ
て
き
た
が
、
古
名
は
『
隆
房
の
恋
づ
く
し
』。
一
三
世
紀
末
頃
ま
で
に
冷
泉
家
本
系
を
後
人
が
改
作
し
た
も
の
。
冷
泉
家
本
系
と
は
逆
に
詞
書
が
高
く
、
歌
頭
が
低
く
書
写
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
外
題
を
「
四
条
大
納
言
歌
日
記
」「
隆
房
卿
艶
書
合
」
等
と
す
る
伝
本
が
あ
り
、
日
記
・
物
語
や
艶
書
集
成
書
に
類
す
る
作
品
と
し
て
享
受
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
末
尾
に
添
え
ら
れ
た
長
歌
・
反
歌
も
後
人
が
冷
泉
家
本
系
の
歌
を
組
み
合
わ
せ
て
創
作
し
た
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
家
永
香
織
「『
隆
房
の
恋
づ
く
し
（
艶
詞
）』
の
成
立
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」『
国
語
と
国
文
学
』
八
四
│
一
、
二
〇
〇
七
年
一
月
）。
こ
の
長
歌
は
反
歌
を
三
首
と
し
て
、
一
三
世
紀
末
頃
成
立
の
『
隆
房
卿
艶
詞
絵
巻
』
の
絵
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
独
立
し
て
享
受
さ
れ
て
い
る
。
恋
づ
く
し
系
の
長
歌
や
絵
巻
で
は
隆
房
の
恋
の
相
手
に
小
督
が
意
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
逆
に
『
平
家
物
語
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
早
大
本
は
、
こ
の
第
三
種
恋
づ
く
し
系
の
一
伝
本
と
な
る
。
新
収
『
隆
房
の
恋
づ
く
し
』
─　　─5
　
こ
の
第
三
種
系
諸
本
は
、
本
文
の
異
同
・
内
題
な
ど
か
ら
三
系
統
に
分
か
た
れ
る
。
こ
れ
ま
で
に
知
り
得
た
伝
本
に
早
大
本
を
加
え
、
内
題
と
外
題
（
内
・
外
と
略
称
）
と
と
も
に
以
下
に
簡
略
に
列
挙
す
る
。
〈
甲
類
〉
　
イ
１
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
本
（
高
松
宮
旧
蔵
本
）〈H
-600-733、
ゐ
-17
〉　
内
「
た
か
ふ
さ
の
恋
つ
く
し
」
外
「
四
条
大
納
言
日
記
」
　
　
２
陽
明
文
庫
蔵
本　
内
「
た
か
ふ
さ
の
恋
つ
く
し
」
外
ナ
シ
　
　
３
神
宮
文
庫
蔵
本
〈1829/1
〉　
内
「
た
か
ふ
さ
の
恋
つ
く
し
」
外
「
隆
房
卿
艶
書
合
」
　
　
４
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
押
小
路
家
本
〈し
-57
〉　
内
「
隆
房
の
恋
つ
く
し
」
外
「
隆
房
卿
歌
は
な
し
」
　
ロ
５
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本　
内
「
た
か
ふ
さ
の
恋
つ
く
し
」
外
「
隆
房
の
恋
つ
く
し
」
〈
乙
類
〉
　
　
６
静
嘉
堂
文
庫
蔵
Ａ
本
〈21305/1/514-12
〉　
内
ナ
シ　
外
「
た
ゝ
（
マ
マ
）ふ
さ
の
恋
つ
く
し
」
〈
丙
類
〉
　
　
７
祐
徳
稲
荷
中
川
文
庫
蔵
本
〈6/2-2/241、
別
7
〉　
内
「
艶
詞
」
外
「
艶
詞
」
　
　
８
書
陵
部
蔵
本
〈伏
・57
〉　
内
「
艶
詞
」
外
ナ
シ
（
合
写
、
合
綴
さ
れ
た
他
作
品
名
は
外
題
に
記
す
）
　
　
９
松
本
寧
至
氏
蔵
本　
内
「
え
ん
の
こ
と
葉
」
外
「
艶
詞
」
　
　
10
京
都
女
子
大
学
吉
澤
文
庫
蔵
本
〈Y
W
911.2/F
〉　
内
「
艶
詞
」
外
「
艶
詞
」
　
　
11
静
嘉
堂
文
庫
蔵
Ｂ
本
〈21316/1/514-12
〉　
内
「
艶
詞
」
外
「
艶
詞
」
　
　
12
北
海
学
園
北
駕
文
庫
蔵
本
〈叢
・495
〉　
内
「
艶
詞
」
外
「
名
文
集　
艶
詞
」
─　　─6
　
　
13
扶
桑
拾
葉
集
異
本
Ａ
Ⅰ
巻
九　
内
「
艶
詞
」
　
　
14
扶
桑
拾
葉
集
異
本
Ｂ　
巻
二
九　
内
「
艶
詞
」
　
　
15
扶
桑
拾
葉
集
版
本　
巻
九　
内
「
艶
詞
」
　
　
16
群
書
類
従　
巻
四
八
〇
本　
雑
部
三
五　
内
「
艶
詞
」
　
　
17
早
稲
田
大
学
蔵
薫
蕕
録
所
収
本
〈イ
4/775/57
〉　
内
「
艶
詞
」
〈
不
明
〉
　
　
18
石
清
水
八
幡
宮
本　
内
不
明　
外
「
隆
房
卿
日
記
」
＊
18
石
清
水
八
幡
宮
本
は
書
名
を
知
り
得
たi
だ
け
で
未
見
。
１
に
類
す
る
外
題
か
ら
推
測
す
る
と
甲
類
か
。
　
甲
乙
丙
の
三
系
統
の
本
文
異
同
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
詳
細
に
論
ず
る
紙
幅
が
な
い
た
め
、
簡
略
に
結
論
だ
け
述
べ
る
。
丙
類
に
つ
い
て
は
、
10
か
ら
12
が
『
扶
桑
拾
葉
集
』
の
写
し
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
17
は
『
群
書
類
従
』
の
写
し
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
以
外
の
７
か
ら
９
の
諸
本
に
つ
い
て
も
、
内
題
の
下
に
作
者
名
を
「
藤
原
隆
房
卿
」
な
ど
と
記
し
、
改
行
し
て
本
文
に
う
つ
る
と
い
う
書
写
形
式
や
本
文
内
容
か
ら
、
む
し
ろ
版
本
系
諸
本
の
写
し
、
或
い
は
そ
の
転
写
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
次
に
丙
類
の
13
か
ら
16
の
版
本
系
諸
本
と
甲
類
と
の
本
文
異
同
を
比
較
検
討
す
る
と
、
お
お
よ
そ
甲
類
↓
扶
桑
拾
葉
集
異
本
Ａ
↓
扶
桑
拾
葉
集
異
本
Ｂ
↓
扶
桑
拾
葉
集
版
本
↓
群
書
類
従
本
と
、
そ
の
改
訂
の
跡
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
甲
類
は
版
本
系
諸
本
に
先
行
し
、
ま
た
、
版
本
系
諸
本
で
は
群
書
類
従
本
が
最
も
改
訂
の
進
ん
だ
形
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
乙
類
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
丙
類
と
は
全
く
異
な
る
形
で
甲
類
を
改
訂
し
た
本
文
を
持
つ
。
　
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
伝
本
の
書
写
年
代
に
比
す
る
な
ら
ば
、
早
大
本
は
、『
恋
づ
く
し
』
伝
本
の
う
ち
の
最
古
写
の
一
本
と
な
る
。
本
文
は
お
お
よ
そ
甲
類
と
一
致
す
る
が
、
乙
類
の
静
嘉
堂
文
庫
蔵
Ａ
本
の
独
自
異
文
と
考
え
ら
れ
て
い
た
本
文
と
同
じ
箇
所
も
あ
る
。
そ
新
収
『
隆
房
の
恋
づ
く
し
』
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こ
で
、
早
大
本
以
外
の
甲
類
を
イ
、
早
大
本
を
甲
類
ロ
と
し
た
。
　
以
下
、
本
文
上
、
特
に
注
意
さ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
、
甲
類
イ
の
１
高
松
宮
本
（
高
）、
２
陽
明
文
庫
蔵
本
（
陽
）、
３
神
宮
文
庫
蔵
本
（
神
）、
４
押
小
路
家
本
（
押
）、
甲
類
ロ
の
５
早
大
本
（
早
）、
乙
類
の
６
静
嘉
堂
文
庫
蔵
Ａ
本
（
静
）、
丙
類
の
16
群
書
類
従
本
（
群
）、
さ
ら
に
改
作
前
の
第
一
種
の
冷
泉
家
本
（
冷
）
の
異
同
を
示
す
。
①
二
六
番
歌
第
五
句
　
　
お
も
は
す
る
か
な
（
高
・
陽
・
押
・
群
）
　
　
お
も
は
す
も
か
な
（
神
・
早
・
静
・
冷
）
②
四
〇
番
歌
第
二
句
　
　
あ
は
れ
を
も
と
に
（
高
・
陽
・
神
）
　
　
あ
は
れ
を
も
み
に
（
押
）
　
　
あ
は
れ
を
と
も
に
（
早
・
静
）
　
　
あ
は
れ
と
と
も
に
（
群
）
　
　
あ
く
れ
は
と
も
に
（
冷
）
③
五
九
番
歌
第
四
・
五
句
　
　
お
と
ろ
く
ほ
と
に
な
け
か
ま
し
や
は
（
高
・
陽
・
神
・
押
・
群
）
　
　
お
と
ろ
く
は
か
り
な
け
か
さ
ら
ま
し
（
早
・
静
）
　
　
お
と
ろ
く
ほ
と
の
な
け
き
せ
ま
し
や
（
冷
）
─　　─8
④
六
〇
番
歌
第
四
句
　
　
い
か
に
た
ち
ま
よ
ふ
（
高
・
陽
・
神
・
押
）
　
　
い
か
て
立
ま
ふ
（
早
・
静
）
　
　
い
か
に
た
ち
ま
ふ
（
群
・
冷
）
⑤
六
四
番
詞
書
　
　
を
の
つ
か
ら
あ
ひ
て
も
（
高
・
陽
・
神
・
押
・
群
）
　
　
を
の
つ
か
ら
行
あ
ひ
て
も
（
早
・
静
）
　
　
ナ
シ
（
冷
）
⑥
六
六
番
詞
書
　
　
物
を
も
お
ほ
え
て
（
高
・
陽
・
神
・
押
・
群
）
　
　
物
を
と
お
ほ
え
て
（
早
・
静
）
　
　
思
事
な
か
り
け
り
と
て
（
冷
）
⑦
七
二
番
歌
第
五
句
　
　
我
身
な
ら
ね
は
（
高
・
陽
・
神
・
押
・
群
・
冷
）
　
　
う
き
身
な
ら
ね
は
（
早
・
静
）
　
冷
泉
家
本
に
代
表
さ
れ
る
第
一
種
本
か
ら
甲
類
諸
本
へ
の
改
作
に
つ
い
て
は
、
別
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
（
渡
邉
前
掲
著
書
）。
こ
こ
で
は
早
大
本
を
中
心
に
見
て
み
る
と
、
甲
類
ロ
の
早
大
本
が
、
乙
類
と
し
た
静
嘉
堂
Ａ
本
と
一
致
し
て
、
他
の
甲
類
諸
本
と
は
異
な
る
例
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
③
や
⑦
は
、
単
純
な
誤
写
な
ど
を
原
因
と
し
て
想
定
し
に
く
い
異
同
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
新
収
『
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房
の
恋
づ
く
し
』
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で
は
、
早
大
本
と
静
嘉
堂
Ａ
本
で
一
類
と
す
べ
き
か
と
言
え
ば
、
そ
う
は
で
き
な
い
。
静
嘉
堂
Ａ
本
に
は
、
甲
類
諸
本
と
も
丙
類
の
版
本
系
諸
本
と
も
異
な
る
独
自
異
文
が
散
見
す
る
。
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
以
下
に
挙
げ
る
。
⑧
二
七
番
歌
第
二
・
三
句
　
　
焼
く
と
も
何
か
お
し
か
ら
む
（
高
・
陽
・
神
・
押
・
早
・
群
・
冷
）
　
　
や
く
と
も
な
と
か
あ
つ
か
ら
ん
（
静
）
⑨
二
八
番
詞
書
　
　
き
し
方
行
す
ゑ
お
も
ひ
つ
ゝ
け
ら
れ
て
ま
き
る
ゝ
か
た
な
く
わ
ひ
し
け
れ
は
（
高
・
陽
・
神
・
押
・
早
・
群
）
　
　
ゆ
ふ
か
た
な
く
わ
ひ
し
け
れ
は
（
静
）
　
　
な
に
と
な
く
き
し
か
た
ゆ
く
さ
き
の
こ
と
も
お
も
ひ
つ
ゝ
け
ら
る
れ
は
い
と
ゝ
ま
き
る
ゝ
か
た
も
な
く
か
な
し
く
て
（
冷
）
⑩
三
三
番
歌
第
二
句
　
　
け
ふ
り
の
中
の
（
高
・
陽
・
神
・
押
・
早
・
群
）
　
　
む
ね
の
け
ふ
り
の
（
静
）
　
　
け
ふ
り
の
う
ち
の
（
冷
）
⑪
四
三
番
歌
第
三
句
　
　
つ
く
さ
す
て
（
高
・
陽
・
神
・
押
・
早
・
群
・
冷
）
　
　
つ
く
し
は
て
（
静
）
⑫
七
三
番
歌
第
四
・
五
句
　
　
お
も
へ
は
き
み
か
な
に
ゝ
か
は
せ
む
（
高
・
陽
・
神
・
押
・
早
・
群
）
─　　─10
　
　
む
く
わ
は
き
み
は
な
に
と
か
は
せ
ん
（
静
）
　
　
思
へ
は
君
も
な
に
ゝ
か
は
せ
ん
（
冷
）
⑬
七
六
番
詞
書
　
　
ゆ
く
す
ゑ
あ
ら
む
事
も
か
た
く
お
ほ
え
て
（
高
・
陽
・
神
・
押
・
群
）
　
　
行
す
ゑ
に
あ
ら
ん
事
も
か
た
く
お
ほ
え
て
（
早
）
　
　
ゆ
く
す
ゑ
に
た
れ
と
か
あ
ら
ん
と
つ
ら
く
お
ほ
え
て
（
静
）
　
　
つ
ゐ
に
い
か
な
る
さ
ま
に
て
な
と
お
も
ひ
つ
ゝ
け
ら
れ
て
（
冷
）
　
以
上
の
よ
う
な
静
嘉
堂
Ａ
本
の
独
自
異
文
は
、
単
純
な
誤
脱
か
ら
生
じ
た
と
は
考
え
が
た
く
、
甲
類
か
ら
さ
ら
に
改
訂
が
進
ん
だ
本
文
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
丙
類
の
版
本
系
諸
本
も
甲
類
か
ら
さ
ら
に
改
訂
が
進
ん
だ
本
文
を
持
つ
。
し
か
し
、
甲
類
か
ら
丙
類
へ
の
改
訂
が
、
割
合
に
小
さ
な
語
句
の
異
同
に
留
ま
る
の
に
対
し
て
、
乙
類
の
静
嘉
堂
Ａ
本
の
例
に
挙
げ
た
よ
う
な
箇
所
で
は
、
よ
り
大
き
な
改
訂
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
静
嘉
堂
Ａ
本
に
つ
い
て
は
、
甲
類
と
は
別
に
乙
類
を
立
て
る
の
が
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。
　
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
静
嘉
堂
Ａ
本
の
独
自
異
文
と
見
ら
れ
て
い
た
箇
所
う
ち
の
い
く
つ
か
は
、
今
回
、
早
大
本
の
本
文
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
独
自
の
改
訂
箇
所
で
は
な
く
、
よ
り
古
い
本
文
に
由
来
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
　
早
大
本
に
は
他
に
も
注
意
す
べ
き
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
巻
末
に
、『
恋
づ
く
し
』
と
同
筆
で
、
勅
撰
集
か
ら
恋
歌
を
抜
き
書
き
し
て
付
載
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
他
の
伝
本
で
は
、
４
押
小
路
家
本
が
や
は
り
、
巻
末
に
『
続
後
撰
集
』
か
ら
恋
歌
五
首
を
抜
き
出
し
て
載
せ
て
い
る
が
、
早
大
本
の
歌
数
は
さ
ら
に
多
く
、『
後
拾
遺
集
』（
応
徳
三
年
〈
一
〇
八
六
〉
奏
覧
）
か
ら
『
新
千
遺
集
』（
延
文
四
年
〈
一
三
新
収
『
隆
房
の
恋
づ
く
し
』
─　　─11
五
九
〉
奏
覧
）
に
至
る
勅
撰
集
か
ら
、
四
三
首
に
上
る
恋
歌
を
、
基
本
的
に
は
詞
書
を
付
け
ず
に
抜
き
出
し
て
い
る
。
出
典
と
な
っ
た
各
集
と
歌
数
は
以
下
の
と
お
り
。『
後
拾
遺
集
』
三
首
、『
千
載
集
』
一
首
、『
新
古
今
集
』
一
八
首
、『
新
勅
撰
集
』
二
首
、『
続
後
撰
集
』
三
首
、『
続
拾
遺
集
』
一
首
、『
新
後
撰
集
』
一
首
、『
続
後
拾
遺
集
』
八
首
、『
続
千
載
集
』
四
首
、『
玉
葉
集
』
一
首
、『
新
千
載
集
』
一
首
。
　
『
新
古
今
集
』
が
最
も
多
く
、
次
い
で
『
続
後
拾
遺
集
』
な
ど
十
三
代
集
中
の
二
条
派
の
勅
撰
集
が
並
ぶ
。
こ
の
「
恋
歌
秀
歌
撰
」
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
と
『
恋
づ
く
し
』
を
、
一
書
と
し
て
編
纂
し
た
者
の
関
心
が
奈
辺
に
あ
る
か
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、『
恋
づ
く
し
』
と
い
う
作
品
の
享
受
の
あ
り
方
と
し
て
、
享
受
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
に
従
っ
て
恋
歌
秀
歌
撰
を
編
纂
し
、『
恋
づ
く
し
』
と
と
も
に
享
受
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
点
も
重
要
で
あ
る
。
以
前
、『
恋
づ
く
し
』
と
い
う
作
品
名
が
〈
恋
の
諸
相
の
提
示
〉
と
い
う
作
品
の
性
格
を
如
実
に
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
り
、
艶
書
集
成
書
な
ど
艶
書
テ
キ
ス
ト
に
通
じ
る
性
格
を
持
つ
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
が
（
渡
邉
前
掲
著
書
）、
こ
う
し
た
享
受
の
あ
り
方
は
、
そ
の
よ
う
な
把
握
が
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
と
思
わ
れ
る
。
二　
翻
刻
【
凡
例
】
一
、
用
字
は
、
漢
字
・
仮
名
と
も
通
行
の
字
体
に
よ
っ
た
。
一
、
改
行
な
ら
び
に
、
ミ
セ
ケ
チ
・
傍
記
等
も
、
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。
一
、
一
面
の
終
わ
る
箇
所
に
」
を
付
し
、
そ
の
裏
面
の
終
わ
る
箇
所
に
は
漢
数
字
で
丁
数
を
掲
げ
た
。
　
丁
数
は
遊
紙
を
含
め
て
数
え
た
。
一
、
空
白
や
遊
紙
、
ま
た
必
要
な
注
記
事
項
は
括
弧
内
に
記
し
た
。
一
、「
隆
房
の
恋
づ
く
し
」
お
よ
び
恋
歌
抄
出
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
和
歌
の
通
し
番
号
を
付
し
た
。
─　　─12
【
翻
刻
】
　
　
内
扉
後
筆
（
貼
紙
）
　
　
　
和
歌
恋
尽
　
　
　
　
　
北
大
路
蔵
書
」
　
（
一
面
空
白
）」
一
　
　
　
た
か
ふ
さ
の
恋
つ
く
し
　
あ
ら
た
ま
の
と
し
月
を
お
く
り
む
か
ふ
る
に
つ
け
て
思
ふ
　
事
な
き
に
し
も
あ
ら
ぬ
身
の
人
し
れ
ぬ
恋
路
に
さ
へ
　
お
も
ひ
い
り
ぬ
る
よ
し
な
さ
を
こ
は
何
事
の
あ
り
さ
ま
　
そ
と
思
ひ
の
あ
ま
り
のに〻
な
く
さ
め
に
む
か
し
の
あ
と
を
た
つ
ぬ
　
れ
は
ち
は
や
ふ
る
神
の
御
代
よ
り
み
と
の
ま
く
は
ひ
し
　
て
い
も
せ
を
し
の
ふ
事
た
え
す
そ
あ
り
け
ら
し
そ
れ
よ
り
　
こ
の
か
た
も
ゝ
よ
を
へ
て
し
き
の
は
ね
か
き
を
か
そ
へ
千
　
つ
か
ま
て
に
し
き
ゝ
を
た
て
ふ
し
の
け
ふ
り
を
わ
か
思
ひ
よ
り
　
た
つ
か
と
を
と
ろ
き
き
よ
み
か
せ
き
の
し
ら
な
み
は
袖
し
　
の
う
ら
よ
り
た
ち
に
け
る
か
と
そ
さ
は
き
け
る
せ
り
つ
む
　
人
も
つ
り
す
る
あ
ま
も
わ
き
も
こ
か
た
め
に
心
を
つ
く
す
」
　
と
い
へ
り
な
り
ひ
ら
の
中
将
は
わ
か
身
ひ
と
つ
を
も
と
の
身
に
し
新
収
『
隆
房
の
恋
づ
く
し
』
─　　─13
　
て
と
か
な
し
み
と
し
行
の
ひ
や
う
ゑ
の
か
み
は
夢
の
か
よ
ひ
路
　
人
め
よ
く
ら
ん
と
う
ら
み
た
り
三
わ
の
山
も
と
い
か
に
ま
ち
み
ん
　
と
伊
勢
か
こ
と
葉
な
り
色
み
え
て
う
つ
ろ
ふ
物
は
小
ま
ち
か
　
思
ひ
な
る
へ
し
さ
そ
な
む
か
し
の
人
た
に
も
か
ゝ
る
思
ひ
は
あ
り
　
あ
け
との〻
思
ひ
と
れ
と
も
と
ら
れ
ね
は
す
き
に
し
か
た
よ
り
け
ふ
　
ま
て
に
つ
き
せ
ぬ
思
ひ
の
か
す
〳
〵
を
も
し
ほ
草
か
き
あ
　
つ
め
さ
ゝ
か
に
の
い
と
を
し
と
も
や
い
ふ
と
て
な
る
へ
し
01　
　
人
し
れ
す
う
き
身
に
し
け
る
思
ひ
草
お
も
へ
は
君
そ
た
ね
は
ま
き
け
る
　
ぬ
れ
に
し
袖
は
か
は
く
ま
も
な
く
又
の
春
秋
ゆ
き
か
へ
る
そ
　
か
し
さ
ゝ
な
み
や
あ
ふ
み
の
う
み
の
み
る
め
な
き
さ
に
た
と
り
又
　
月
日
の
か
す
は
つ
も
れ
と
も
い
や
と
し
の
は
に
を
き
所
な
く
」
二
　
せ
き
と
め
か
た
く
て
し
の
ひ
も
は
て
す
な
り
に
し
を
袖
に
　
涙
の
か
ゝ
り
け
る
ち
き
り
の
ほ
と
を
し
ら
す
し
て
あ
り
し
　
そ
の
夜
の
あ
り
明
に
思
ひ
し
事
の
は
か
な
さ
を
02　
　
き
の
ふ
ま
て
う
ら
み
し
袖
に
け
ふ
よ
り
は
あ
ふ
う
れ
し
さ
を
つ
ゝ
み
け
る
哉
　
そ
の
あ
か
つ
き
と
も
た
ち
に
く
し
て
あ
ふ
さ
か
の
せ
き
よ
り
ほ
か
へ
　
行
た
り
し
に
こ
れ
の
み
心
に
か
ゝ
り
て
い
そ
き
か
へ
る
と
て
03　
　
み
や
こ
へ
と
は
や
む
る
こ
ま
の
あ
し
こ
と
に
そ
の
ひ
ま
も
な
く
人
そ
恋
し
き
─　　─14
　
せ
き
路
の
庭
と
り
も
な
く
ほ
と
に
あ
ふ
さ
か
山
を
う
ち
こ
ゆ
れ
は
　
ち
か
く
な
り
行
は
う
れ
し
け
れ
と
さ
し
も
人
め
を
つ
ゝ
む
中
な
れ
　
は
あ
ひ
み
ん
事
は
い
と
か
た
か
ら
ん
と
か
ね
て
な
け
か
し
さ
に
04　
　
い
そ
き
て
も
か
な
ら
す
人
に
あ
ふ
さ
か
の
せ
き
に
し
あ
ら
は
う
れ
し
か
ら
ま
し
　
あ
ふ
ま
て
こ
そ
思
ひ
も
よ
ら
さ
ら
め
一
こ
と
葉
の
ひ
ま
た
に
な
け
れ
」
　
は
せ
ん
か
た
な
く
て
05　
　
え
そ
い
は
ぬ
お
も
ふ
心
は
し
け
ゝ
れ
と
夏
の
ゝ
す
ゝ
き
し
の
ひ
や
か
に
も
　
さ
す
か
に
あ
さ
夕
は
み
る
事
は
ひ
ま
な
け
れ
と
も
そ
れ
し
も
　
な
か
〳
〵
な
る
し
ら
す
か
ほ
な
る
し
た
の
心
お
も
ひ
や
る
か
た
な
く
て
06　
　
夜
と
ゝ
も
に
我
に
は
物
を
お
も
は
せ
て
さ
の
み
や
人
の
し
ら
す
か
ほ
な
る
　
あ
な
か
ち
に
う
ら
む
れ
は
こ
よ
ひ
は
さ
ら
は
た
ち
な
か
ら
と
ち
き
り
て
　
く
れ
を
ま
つ
久
し
さ
は
千
世
を
ふ
る
心
ち
し
て
ま
ち
え
た
る
心
の
　
う
ち
の
や
る
か
た
な
さ
は
い
ひ
し
ら
す
夜
ふ
け
人
し
つ
ま
り
て
の
ち
　
な
れ
は
月
に
し
に
か
た
ふ
く
を
み
る
に
つ
け
て
も
か
き
く
ら
す
心
ち
　
し
て
い
と
た
え
か
た
し
く
し
た
る
人
は〻
い
か
に
や
あ
け
過
ぬ
る
よ
し
　
つ
く
る
に
い
そ
き
か
へ
る
あ
さ
ま
し
さ
07　
　
ま
よ
ひ
ぬ
る
心
の
う
ち
の
く
ら
け
れ
は
あ
く
る
も
し
ら
す
け
さ
の
か
へ
り
ち
」
三
　
か
く
て
月
日
も
す
く
る
ま
ゝ
に
せ
ん
か
た
な
く
て
新
収
『
隆
房
の
恋
づ
く
し
』
─　　─15
08　
　
さ
も
こ
そ
は
身
に
あ
ま
り
ぬ
る
恋
な
ら
め
忍
ふ
心
の
を
き
所
な
き
　
お
も
ひ
の
あ
ま
り
に
な
に
と
な
く
く
ち
す
さ
む
を
あ
は
れ
と
や
き
ゝ
け
ん
　
て
な
ら
ひ
に
し
た
り
け
る
を
人
と
り
て
み
せ
し
か
は
さ
す
か
に
思
ひ
　
け
り
と
う
れ
し
く
て
09　
　
な
に
と
な
く
い
ひ
し
心
を
か
き
な
か
す
そ
の
水
く
き
の
あ
と
そ
う
れ
し
き
　
み
る
事
こ
そ
な
け
れ
と
お
も
か
け
は
た
ち
は
な
れ
ね
は
10　
　
立
か
へ
る
君
か
お
も
か
け
や
か
て
さ
は
の
ち
の
世
ま
て
に
我
に
は
な
る
な
　
ひ
る
と
て
も
忘
る
ゝ
事
は
な
け
れ
と
も
を
の
つ
か
ら
な
く
さ
む
か
た
も
　
あ
り
く
る
れ
は
世
の
中
も
し
つ
ま
り
又
ま
と
ろ
ま
ん
と
う
ち
　
ふ
す
を
り
は
さ
ま
〳
〵
に
思
ひ
つ
ゝ
け
ら
れ
て
か
く
て
は
い
か
ゝ
世
に
も
　
な
か
ら
へ
ん
と
お
ほ
え
て
」
11　
　
君
か
事
お
も
ひ
ふ
す
ゐ
の
と
こ
な
れ
や
恋
し
か
る
に
も
か
く
は
く
る
し
き
　
一
か
た
な
ら
す
所
せ
き
人
の
あ
り
さ
ま
か
な
と
思
ひ
つ
ゝ
け
ら
れ
て
12　
　
い
つ
と
な
き
君
に
心
を
つ
く
は
山
こ
の
も
か
の
も
に
物
を
こ
そ
お
も
へ
　
い
つ
と
な
き
く
る
し
さ
を
あ
ち
き
な
く
あ
ん
せ
ら
れ
て
13　
　
あ
つ
ま
ち
の
す
か
の
あ
ら
を
の
は
つ
お
花
い
つ
ま
て
物
を
思
ひ
み
た
れ
ん
　
ひ
ま
も
な
く
恋
し
き
ま
ゝ
に
涙
の
お
つ
る
事
や
む
時
な
け
れ
は
14　
　
み
さ
こ
ゐ
る
と
し
ま
か
い
そ
の
な
み
た
に
も
か
け
ぬ
お
り
〳
〵
あ
り
と
こ
そ
き
け
─　　─16
　
か
り
そ
め
に
ま
と
ろ
み
た
り
し
夢
に
た
ゝ
あ
れ
い
か
に
も
し
て
あ
ひ
　
み
ん
と
い
ふ
と
お
も
ひ
て
う
ち
お
と
ろ
く
ま
ゝ
に
い
と
か
な
し
き
　
事
か
す
ま
さ
り
て
日
こ
ろ
よ
り
け
に
恋
し
く
て
15　
　
う
た
ゝ
ね
に
み
し
夜
の
夢
や
ひ
た
り
な
は
う
ち
は
へ
て
の
み
人
の
恋
し
き
　
人
あ
ま
た
あ
る
中
に
て
も
め
か
れ
せ
す
ま
も
ら
る
れ
は
人
あ
や
し
」
四
　
と
や
お
も
ふ
ら
ん
と
思
ひ
し
事
を
16　
　
つ
く
〳
〵
と
み
る
に
心
は
く
れ
は
と
り
あ
や
し
と
人
の
め
に
や
た
つ
ら
ん
　
た
ま
〳
〵
し
つ
か
な
り
し
ひ
る
つ
か
た
た
ち
な
か
ら
物
い
ひ
し
所
へ
　
人
の
き
た
り
し
か
は
あ
や
し
と
や
み
つ
ら
ん
と
わ
り
な
く
て
17　
　
よ
そ
な
か
ら
ふ
れ
つ
る
袖
の
う
つ
り
か
を
か
さ
ね
て
け
り
と
人
な
と
か
め
そ
　
わ
か
き
人
〳
〵
あ
つ
ま
り
て
よ
そ
な
る
や
う
に
て
物
か
た
り
な
と
す
る
　
ほ
と
に
し
の
ひ
か
ね
た
る
心
の
う
ち
色
に
や
出
て
み
え
け
ん
す
ゝ
り
　
を
ひ
き
よ
せ
て
ち
か
の
し
ほ
か
ま
と
か
き
て
な
け
を
こ
せ
た
り
　
し
事
を
思
ひ
い
て
ら
れ
て
18　
　
お
も
ひ
か
ね
心
は
空
に
み
ち
の
く
の
ち
か
の
し
ほ
か
ま
ち
か
き
か
ひ
な
し
　
四
月
み
あ
れ
の
日
人
の
つ
か
ひ
に
て
た
ち
な
か
ら
あ
ひ
た
り
し
に
　
い
ま
は
こ
の
世
を
思
ひ
す
て
ゝ
い
か
な
ら
ん
山
の
中
に
も
行
て
も
ろ
」
　
と
も
に
あ
ら
ん
と
か
た
ら
ひ
し
時
か
み
に
つ
け
た
り
し
あ
ふ
ひ
新
収
『
隆
房
の
恋
づ
く
し
』
─　　─17
　
を
と
り
て
み
れ
は
な
に
そ
と
ゝ
ひ
し
も
わ
す
れ
か
た
く
19　
　
し
る
ら
め
や
せ
め
て
あ
ふ
ひ
の
か
た
け
れ
は
名
を
た
に
た
と
る
け
ふ
の
か
さ
し
を
　
み
つ
か
ら
と
ら
せ
た
り
し
か
へ
り
事
を
も
と
ゆ
ひ
の
や
う
に
ひ
き
　
む
す
ひ
て
こ
れ
は
た
か
そ
と
て
な
け
を
こ
せ
た
り
し
は
う
れ
し
　
な
か
ら
む
ね
う
ち
さ
は
き
し
こ
と
を
20　
　
う
れ
し
さ
を
い
つ
か
忘
れ
ん
年
ふ
り
て
わ
か
も
と
ゆ
ひ
に
し
も
は
を
く
と
も
　
さ
し
も
し
の
へ
と
も
い
か
て
か
も
り
け
ん
人
き
ゝ
て
け
る
を
あ
な
か
ち
　
に
な
け
く
も
こ
と
は
り
に
お
ほ
え
て
心
く
る
し
さ
い
ふ
は
か
り
も
な
く
て
21　
　
お
ほ
つ
か
な
い
か
な
る
か
せ
に
ち
り
に
け
ん
た
れ
も
し
の
ふ
の
も
と
の
心
を
　
か
く
て
忍
ふ
も
猶
も
り
き
こ
ゆ
る
は
よ
し
な
し
心
の
う
ち
の
　
し
る
へ
に
て
あ
ら
む
と
い
ひ
し
も
い
ま
は
思
ひ
た
え
な
ん
と
き
こ
ゆ
」
五
　
れ
は
22　
　
い
か
に
せ
ん
心
ひ
と
つ
の
か
よ
ひ
路
も
は
て
は
な
こ
そ
の
せ
き
と
な
る
ら
ん
　
い
ま
は
文
を
た
に
か
よ
は
す
ま
し
け
れ
は
こ
の
た
ひ
は
か
り
そ
と
て
　
こ
ま
か
に
か
き
た
る
を
み
る
に
つ
け
て
も
涙
と
ゝ
ま
ら
す
23　
　
こ
の
ま
ゝ
に
た
え
て
し
い
は
ぬ
色
な
り
と
そ
め
に
し
心
思
ひ
か
へ
す
な
　
か
く
く
る
し
き
こ
と
に
成
ぬ
る
は
我
やはあ
や
ま
ち
た
る
身
の
　
と
か
に
て
こ
そ
あ
れ
と
い
ひ
し
か
は
─　　─18
24　
　
な
さ
け
な
き
人
の
心
は
は
か
な
く
て
さ
の
み
は
い
か
ゝ
身
を
う
ら
む
へ
き
　
あ
な
か
ち
に
な
け
く
を
あ
は
れ
と
や
思
ひ
け
ん
さ
ら
は
月
に
一
た
ひ
　
ふ
み
は
か
り
を
と
ら
せ
ん
と
のため○
し
も
む
な
し
く
て
す
き
ゆ
け
は
25　
　
た
の
め
こ
し
そ
の
月
な
み
も
す
き
に
け
り
か
き
た
え
ぬ
る
か
水
く
き
の
あ
と
　
う
ち
や
す
む
ま
も
な
く
た
ち
ま
し
り
た
る
く
る
し
さ
に
か
ゝ
る
」
　
物
お
も
ひ
を
さ
へ
う
ち
そ
へ
て
か
な
し
き
あ
ち
き
な
さ
を
26　
　
つ
き
も
せ
ぬ
身
の
く
る
し
さ
に
う
ち
そ
へ
て
い
と
か
く
物
を
お
も
は
す
も
か
な
　
か
ゝ
る
物
お
も
ひ
に
身
も
影
の
や
う
に
な
り
た
る
も
を
し
か
ら
ぬ
身
　
な
れ
と
も
思
ひ
つ
ゝ
く
れ
は
な
か
ら
へ
て
こ
そ
ま
れ
の
ひ
ま
も
み
め
と
　
お
も
ふ
お
り
は
い
の
ち
も
お
し
か
ら
す
し
も
な
け
れ
と
も
く
す
し
に
　
み
せ
て
や
か
ん
と
す
る
さ
す
か
に
を
そ
ろ
し
け
れ
は
27　
　
い
ま
さ
ら
に
や
く
と
も
何
か
を
し
か
ら
ん
つ
ね
は
思
ひ
に
も
ゆ
る
身
な
れ
は
　
か
く
て
か
き
こ
も
り
た
る
心
の
う
ち
は
き
し
か
た
ゆ
く
す
ゑ
お
も
ひ
つ
ゝ
　
け
ら
れ
て
ま
き
る
ゝ
か
た
な
く
わ
ひ
し
け
れ
は
夜
も
す
か
ら
　
め
も
あ
は
ぬ
ま
ゝ
に
つ
ま
と
を
し
あ
け
た
れ
は
廿
余
日
の
　
月
く
ま
な
く
さ
し
入
た
る
に
つ
け
て
も
な
く
さ
む
か
た
な
し
　
お
り
し
も
文
な
と
も
て
ゆ
く
し
も
人
も
な
け
れ
は
い
つ
く
」
六
　
に
あ
り
と
た
に
き
か
て
ふ
る
心
ほ
そ
さ
や
る
か
た
な
し
月
の
新
収
『
隆
房
の
恋
づ
く
し
』
─　　─19
　
ひ
か
り
は
ゆ
か
ぬ
所
な
け
れ
は
恋
し
き
人
の
行
ゑ
も
し
る
ら
ん
と
　
お
ほ
え
て
28　
　
我
お
も
ふ
君
か
あ
た
り
は
月
や
く
る
影
の
い
た
ら
ぬ
く
ま
も
な
け
れ
は
　
し
つ
か
成
し
夜
つ
く
〳
〵
と
思
ひ
し
心
の
中
に
29　
　
人
し
れ
ぬ
恋
の
す
み
か
を
た
つ
ぬ
れ
は
我
ふ
す
床
の
上
に
そ
あ
り
け
る
　
し
ろ
き
と
り
の
と
ひ
か
ふ
る
そ
な
た
の
木
す
ゑ
を
と
ふ
に
つ
け
　
て
も
と
ひ
け
ん
人
の
心
の
中
を
し
は
か
ら
れ
て
30　
　
君
か
や
と
木
す
ゑ
に
か
よ
ふ
鳥
な
ら
は
思
ふ
心
を
ゆ
き
て
さ
へ
つ
れ
　
し
つ
か
な
る
人
を
見
出
し
て
も
庭
に
玉
水
の
あ
る
を
み
て
31　
　
き
み
恋
て
落
る
涙
の
た
ま
水
の
ゆ
く
か
た
も
な
き
心
と
を
し
れ
　
わ
す
れ
草
と
い
ふ
も
の
ゝ
心
ち
よ
け
に
を
ひ
た
る
を
み
る
に
も
」
32　
　
君
か
事
お
も
ふ
も
く
る
し
忘
草
わ
す
る
ゝ
こ
と
を
我
に
を
し
へ
よ
　
と
よ
の
あ
か
り
の
よ
ひ
に
は
か
に
も
え
出
て
う
ち
わ
た
り
も
ま
　
ち
か
き
ほ
と
に
な
れ
は
人
〳
〵
あ
つ
ま
り
て
の
ゝ
し
る
中
に
も
　
こ
の
事
の
み
わ
す
れ
か
た
く
心
に
を
こ
た
ら
ぬ
は
我
な
か
ら
あ
さ
　
ま
し
く
て
33　
　
も
え
ま
さ
る
け
ふ
り
の
中
の
心
こ
そ
時
を
も
わ
か
す
身
を
こ
か
し
け
れ
　
そ
の
し
た
し
き
人
を
み
れ
は
あ
は
れ
に
む
つ
ま
し
く
て
─　　─20
34　
　
む
さ
し
の
ゝ
草
の
は
む
け
そ
む
つ
ま
し
き
わ
か
む
ら
さ
き
の
ゆ
か
り
と
お
も
へ
は
　
八
月
十
六
日
の
こ
む
ま
ひ
き
の
夜
ひ
き
わ
か
け
て
ゐ
ん
へ
ま
　
い
り
し
か
は
月
い
と
あ
か
く
て
さ
ら
ぬ
た
に
な
く
さ
め
か
た
き
　
お
り
か
ら
い
と
せ
ん
か
た
な
く
て
あ
と
に
ひ
か
せ
た
る
こ
ま
を
　
み
て
」
七
35　
　
け
ふ
や
さ
は
う
ら
山
し
く
も
あ
ふ
さ
か
の
関
を
こ
え
け
る
も
ち
月
の
こ
ま
　
か
く
て
す
こ
す
ほ
と
に
あ
ひ
み
し
月
日
に
も
成
ぬ
れ
は
此
日
　
し
も
よ
そ
な
か
ら
あ
ひ
た
り
し
か
た
は
ら
な
る
人
に
け
ふ
は
い
く
　
か
そ
と
と
ひ
し
か
は
こ
そ
を
思
ひ
い
つ
る
に
や
と
い
と
あ
は
れ
に
て
36　
　
そ
の
さ
き
は
い
と
か
く
は
か
り
な
か
り
し
を
ま
さ
る
思
ひ
は
こ
そ
の
け
ふ
よ
り
　
そ
の
夜
い
と
ふ
く
る
ほ
と
に
あ
ひ
た
り
し
所
へ
行
て
う
つ
ふ
し
た
り
　
し
に
五
て
う
わ
た
り
に
て
な
け
き
け
ん
も
か
き
り
あ
れ
　
は
こ
れ
ほ
と
は
あ
ら
し
と
お
ほ
え
て
37　
　
な
け
き
つ
ゝ
春
や
む
か
し
に
か
は
ら
し
と
い
ひ
け
ん
人
を
よ
そ
に
や
は
き
く
　
又
そ
の
所
に
行
て
心
を
な
く
さ
む
る
も
つ
ね
よ
り
も
の
ゝ
　
か
な
し
く
て
な
き
ふ
し
た
る
に
袖
の
つ
め
た
く
て
か
ほ
に
さ
は
　
れ
は
さ
く
ら
の
う
は
き
色
か
へ
り
て
し
る
か
ら
ん
と
思
ひ
わ
」
　
つ
ら
ふ
ほ
と
に
あ
る
人
こ
ゝ
を
す
く
と
て
袖
に
み
な
と
の
さ
は
く
新
収
『
隆
房
の
恋
づ
く
し
』
─　　─21
　
か
な
も
ろ
こ
し
舟
も
よ
せ
つ
は
か
り
に
と
何
心
な
く
な
か
　
め
て
過
し
か
は
お
り
か
ら
み
ゝ
に
と
ま
り
て
38　
　
な
に
と
か
は
ぬ
る
ゝ
た
も
と
に
を
と
ろ
か
ん
袖
に
み
な
と
の
さ
は
く
な
る
よ
に
　
す
き
に
し
か
た
の
事
お
も
ひ
つ
ゝ
け
ら
れ
て
39　
　
そ
の
ま
ゝ
に
又
も
む
す
は
ぬ
草
枕
い
く
ら
か
ち
り
の
つ
も
り
は
つ
ら
ん
　
あ
ま
り
に
な
け
く
を
い
と
を
し
と
や
思
ひ
け
ん
し
か
る
へ
き
に
て
こ
　
そ
あ
る
ら
め
た
ち
な
か
ら
物
い
は
ん
そ
こ
に
て
ま
ち
よ
と
い
ひ
し
か
は
　
い
と
う
れ
し
く
て
ま
ち
ゐ
た
り
し
か
と
も
あ
り
明
も
入
か
た
　
に
な
り
に
し
か
は
な
く
〳
〵
か
へ
る
と
て
40　
　
ま
ち
か
ね
て
あ
は
れ
を
と
も
に
か
へ
り
け
り
涙
は
袖
に
月
は
枕
に
　
神
ほ
と
け
の
御
あ
は
れ
み
に
や
あ
り
け
ん
お
も
ひ
の
ほ
か
に
行
」
八
　
あ
ひ
た
り
し
か
と
も
あ
ま
り
の
う
れ
し
さ
の
あ
ま
り
に
心
さ
わ
　
き
し
て
日
比
の
事
も
思
ふ
は
か
り
も
い
は
れ
ぬ
ほ
と
に
夜
も
あ
　
け
か
た
に
な
り
し
か
は
有
明
の
く
ま
な
く
た
ち
の
ほ
る
か
け
　
を
い
と
ま
は
ゆ
け
に
行
過
し
す
か
た
の
い
つ
い
か
な
ら
ん
世
に
　
わ
す
れ
な
ん
と
い
ふ
か
た
な
く
て
41　
　
た
ま
さ
か
に
我
か
ま
ち
え
た
る
月
な
れ
は
お
ほ
ろ
け
な
ら
ぬ
有
明
の
か
け
　
あ
ま
り
め
つ
ら
し
か
り
し
ま
ゝ
に
む
け
に
あ
さ
ま
し
き
ま
て
─　　─22
　
う
ち
と
け
た
り
し
事
の
い
か
ゝ
思
ひ
け
ん
と
さ
ま
は
つ
か
し
く
て
　
こ
と
人
に
も
か
ゝ
る
あ
り
さ
ま
は
い
ま
た
み
ぬ
物
を
い
か
は
か
り
わ
り
　
な
き
そ
と
我
な
か
ら
あ
さ
ま
し
く
て
42　
　
を
し
な
へ
て
か
ゝ
る
と
君
や
お
も
ふ
ら
ん
あ
ま
り
な
る
ま
て
む
つ
れ
に
し
こ
そ
　
あ
は
れ
こ
の
ま
ゝ
に
て
思
ひ
は
な
ち
て
は
や
と
思
ひ
し
か
は
」
43　
　
こ
の
ま
ゝ
に
君
に
心
を
つ
く
さ
す
て
あ
す
よ
り
物
を
お
も
は
す
も
か
な
　
さ
と
に
い
て
ゝ
の
ち
ま
れ
に
ひ
ま
あ
り
し
に
わ
り
な
く
し
て
た
ち
入
　
た
り
し
こ
そ
な
か
〳
〵
な
り
し
か
さ
夜
ふ
け
て
人
し
つ
ま
り
て
　
の
ち
な
れ
は
ほ
と
な
く
か
へ
る
な
こ
り
の
お
ほ
さ
心
ま
と
ひ
つ
ゝ
　
そ
な
た
の
こ
す
ゑ
の
か
く
る
ゝ
ま
て
か
へ
り
み
つ
ゝ
過
行
み
ち
す
　
か
ら
鳥
の
な
き
し
か
は
44　
　
う
ら
め
し
や
い
つ
し
か
と
り
の
な
き
つ
ら
ん
い
と
ふ
は
こ
よ
ひ
一
夜
は
か
り
は
　
か
へ
る
あ
し
た
に
し
も
い
つ
を
ま
つ
へ
し
と
も
か
き
り
は
中
〳
〵
　
よ
ひ
よ
り
も
猶
な
け
か
れ
け
れ
は
45　
　
こ
よ
ひ
さ
へ
忍
ふ
心
の
な
く
さ
め
に
け
さ
し
も
い
と
ゝ
物
そ
か
な
し
き
　
あ
ま
り
に
あ
さ
ま
し
き
ま
て
お
ほ
ゆ
れ
は
と
り
あ
へ
す
　
も
の
に
も
の
ら
て
か
ち
よ
り
行
た
れ
は
れ
い
の
あ
は
ぬ
物
」
九
　
ゆ
へ
む
な
し
く
か
へ
る
さ
の
く
る
し
け
れ
は
新
収
『
隆
房
の
恋
づ
く
し
』
─　　─23
46　
　
た
と
り
つ
ゝ
か
へ
る
た
も
と
に
か
け
て
け
り
行
も
な
ら
は
ぬ
道
し
は
の
露
　
久
し
く
世
に
あ
る
ま
し
き
夢
を
み
る
と
い
ひ
し
事
の
わ
　
す
れ
か
た
く
て
47　
　
後
の
世
を
あ
は
れ
と
君
か
い
ふ
な
ら
は
し
な
ん
い
の
ち
も
な
に
か
を
し
ま
ん
　
そ
の
ゝ
ち
又
ひ
ま
な
く
て
あ
ひ
み
る
へ
く
も
な
け
れ
は
せ
ん
か
た
　
な
き
や
う
に
て
そ
の
へ
ん
に
よ
な
〳
〵
ゆ
き
て
か
た
は
ら
な
る
ふ
る
　
き
い
へ
に
た
ち
か
く
れ
て
の
み
空
を
な
か
む
れ
は
の
き
の
　
し
の
ふ
の
し
け
り
た
る
を
48　
　
い
た
つ
ら
に
た
ゝ
す
む
軒
の
し
の
ふ
草
な
れ
さ
へ
袖
に
露
な
こ
ほ
し
そ
　
か
く
て
よ
な
〳
〵
た
ゝ
す
め
と
も
い
ま
は
ひ
ま
も
あ
る
ま
し
き
　
き〻
に
思
ひ
は
な
ち
よ
と
い
へ
は
ま
こ
と
に
人
め
の
し
け
き
」
　
に
こ
と
は
り
な
れ
と
も
又
な
く
さ
む
は
か
り
の
な
さ
け
を
も
　
か
け
よ
か
し
と
い
と
う
ら
め
し
く
て
49　
　
も
ろ
と
も
に
心
は
か
よ
へ
あ
し
か
き
の
さ
こ
そ
ひ
ま
な
き
す
ま
ひ
な
り
と
も
　
か
ゝ
る
た
ゝ
す
ま
ひ
夜
を
か
さ
ね
て
す
こ
せ
と
あ
り
と
た
に
　
し
ら
れ
て
か
へ
れ
は
50　
　
い
く
夜
へ
ぬ
あ
は
ぬ
も
の
ゆ
へ
行
か
へ
り
道
し
は
の
露
う
ち
は
ら
ひ
つ
ゝ
　
な
け
き
つ
ゝ
す
く
る
月
日
を
か
そ
ふ
れ
は
こ
と
し
も
す
て
に
─　　─24
　
く
れ
ぬ
51　
　
恋
わ
ひ
て
す
く
す
月
日
を
か
そ
ふ
れ
は
こ
と
し
も
け
ふ
に
暮
に
け
る
か
な
　
年
も
か
へ
り
ぬ
れ
は
こ
と
し
よ
り
思
ひ
す
て
ゝ
身
を
こ
か
　
さ
し
と
お
も
へ
と
も
つ
き
せ
す
か
な
し
け
れ
は
52　
　
あ
た
ら
し
き
春
か
へ
り
く
る
こ
と
し
も
や
こ
そ
に
か
は
ら
す
物
を
お
も
は
ん
」
一
〇
　
お
も
ひ
こ
め
て
の
み
す
く
る
あ
ち
き
な
さ
を
53　
　
い
た
つ
ら
に
年
ふ
る
中
の
た
く
ひ
か
な
む
す
ほ
ゝ
れ
た
る
い
は
し
ろ
の
ま
つ
　
物
へ
ま
い
る
と
て
そ
の
か
と
を
す
く
れ
は
む
ね
う
ち
さ
は
き
て
　
み
て
す
き
か
た
き
こ
と
い
ひ
け
ん
人
も
こ
と
は
り
に
て
54　
　
か
と
の
中
へ
思
ひ
い
り
ぬ
る
心
こ
そ
わ
か
す
き
行
と
い
も
に
つ
く
ら
め
　
う
つ
ゝ
に
な
さ
け
な
き
ゆ
へ
に
や
夢
に
も
さ
て
の
み
み
ゆ
れ
は
55　
　
な
そ
や
こ
の
恋
し
〳
〵
と
お
も
ひ
ね
の
夢
に
も
君
か
な
さ
け
な
か
ら
ん
　
か
く
お
も
ふ
け
に
や
こ
の
た
ひ
は
お
も
ふ
ま
ゝ
に
て
み
ゆ
れ
は
56　
　
ね
ぬ
る
夜
の
夢
に
心
の
か
は
ら
す
は
さ
む
る
う
つ
ゝ
も
う
れ
し
か
ら
ま
し
　
年
月
つ
も
れ
は
や
う
〳
〵
わ
す
る
ゝ
事
も
や
と
お
も
へ
と
も
　
日
に
そ
へ
て
ふ
か
く
の
み
な
れ
は
か
な
し
く
て
57　
　
と
も
す
れ
は
身
に
そ
ふ
君
か
お
も
影
を
い
か
に
も
え
こ
そ
思
ひ
は
な
れ
ね
」
　
あ
る
所
に
て
人
の
ふ
み
を
も
ち
た
る
を
み
れ
は
心
に
は
な
れ
ぬ
新
収
『
隆
房
の
恋
づ
く
し
』
─　　─25
　
人
の
て
に
に
た
る
を
つ
く
〳
〵
と
お
も
へ
は
お
な
し
所
に
す
む
　
ひ
と
そ
れ
は
そ
な
り
と
い
へ
は
い
と
あ
は
れ
に
て
う
ち
も
を
　
か
す
ま
ほ
ら
る
れ
は
58　
　
一
す
ち
に
お
な
し
な
か
れ
と
み
つ
る
よ
り
こ
の
水
く
き
の
袖
ぬ
ら
す
か
な
　
物
を
へ
た
て
ゝ
物
い
ひ
た
は
ふ
れ
な
と
す
る
に
つ
け
て
も
　
う
ら
め
し
き
も
の
か
ら
し
の
ひ
か
た
く
て
59　
　
こ
ゑ
を
た
に
物
お
も
ふ
我
に
き
か
せ
す
は
お
と
ろ
く
は
か
り
な
け
か
さ
ら
ま
し
　
な
に
の
ま
ひ
と
か
や
に
入
て
は
な
や
な
る
か
ふ○
る
ま
ひ
に
つ
け
て
　
も
あ
は
れ
お
も
ふ
事
な
く
て
か
ゝ
る
ま
し
ら
ひ
も
せ
は
い
か
に
　
ま
め
な
ら
ま
し
と
お
ほ
え
て
又
さ
し
も
う
ら
め
し
く
あ
た
な
　
れ
は
み
る
事
つ
ゝ
ま
し
く
て
」
一
一
60　
　
ふ
る
袖
は
涙
に
ぬ
れ
て
く
ち
に
し
を
い
か
て
立
ま
ふ
我
身
な
る
ら
ん
　
さ
て
も
か
ゝ
る
な
さ
け
な
き
事
は
我
な
ら
さ
ら
ん
人
に
は
　
よ
も
こ
れ
ほ
と
あ
ら
し
を
と
お
ほ
え
て
61　
　
な
そ
も
か
く
我
か
ら
人
の
つ
ら
か
ら
ん
あ
ま
の
か
る
も
に
や
と
り
せ
ね
と
も
　
お
も
は
ぬ
事
も
な
く
思
ひ
つ
ゝ
け
ら
る
ゝ
ま
ゝ
に
か
く
て
過
ん
　
ほ
と
に
あ
ら
ぬ
さ
ま
に
や
き
ゝ
な
さ
ん
と
お
も
ふ
か
ひ
な
し
さ
は
　
い
ふ
は
か
り
な
し
あ
ら
ま
し
事
に
浪
や
こ
さ
ん
と
い
ひ
し
も
─　　─26
　
思
ひ
い
て
ら
れ
て
も
し
さ
も
あ
ら
は
い
か
ゝ
せ
ん
と
お
も
ふ
も
　
む
け
に
い
ま
〳
〵
し
け
れ
は
62　
　
浪
こ
さ
ぬ
さ
き
よ
り
袖
は
ぬ
れ
に
け
り
思
ひ
つ
ゝ
く
る
末
の
ま
つ
山
　
す
き
に
し
か
た
の
事
も
わ
す
れ
す
あ
ん
せ
ら
る
ゝ
中
に
も
　
夢
の
や
う
に
う
ち
と
け
に
し
夜
あ
さ
ま
し
か
り
し
ふ
し
所
」
　
に
し
も
月
な
き
空
の
け
し
き
お
ほ
つ
か
な
く
て
帰
る
　
さ
の
道
に
ま
よ
ひ
た
り
し
も
思
ひ
い
て
ら
れ
て
63　
　
か
ね
て
よ
り
あ
り
し
ま
よ
ひ
に
し
る
か
り
き
か
ゝ
る
恋
路
に
た
と
る
へ
し
と
は
　
い
か
な
る
事
に
か
を
の
つ
か
ら
行
あ
ひ
て
も
め
を
た
に
み
あ
は
せ
　
し
と
す
れ
は
あ
や
し
き
物
か
ら
む
け
に
心
う
く
て
64　
　
あ
ま
の
か
る
み
る
を
あ
ふ
ま
て
あ
り
し
た
に
い
ま
は
な
き
さ
に
よ
せ
ぬ
な
み
か
な
　
わ
り
な
き
ひ
ま
も
あ
ら
は
い
は
ん
と
い
ひ
し
ほ
と
に
そ
れ
に
な
く
さ
　
み
て
も
す
き
し
を
65　
　
を
の
つ
か
ら
ひ
ま
た
に
あ
ら
は
あ
ひ
み
ん
と
た
の
め
し
ほ
と
は
な
く
さ
み
も
し
き
　
心
か
り
し
そ
の
か
み
も
思
ひ
の
み
し
け
か
り
し
に
い
ま
の
心
に
　
く
ら
ふ
れ
は
む
か
し
は
物
を
と
お
ほ
え
て
66　
　
人
し
れ
ぬ
思
ひ
を
か
け
し
そ
の
か
み
も
か
く
や
は
ぬ
れ
し
袖
の
涙
に
」
一
二
　
わ
り
な
く
て
文
を
と
ら
せ
し
を
つ
ち
に
な
け
を
と
し
て
新
収
『
隆
房
の
恋
づ
く
し
』
─　　─27
　
と
ら
さ
り
し
か
は
67　
　
玉
つ
さ
を
い
ま
は
て
に
た
に
と
ら
し
と
や
さ
こ
そ
心
に
思
ひ
す
つ
と
も
　
我
よ
り
ほ
か
は
物
お
も
ふ
人
は
又
も
あ
ら
し
と
お
ほ
え
て
68　
　
つ
き
も
せ
す
も
ゆ
る
思
ひ
や
我
は
か
り
ふ
し
の
た
か
ね
も
け
ふ
り
の
み
こ
そ
　
か
み
の
や
し
ろ
に
ま
う
て
ゝ
み
て
く
ら
た
て
ま
つ
り
に
し
を
り
　
も
こ
の
事
思
ひ
い
て
ら
れ
て
よ
に
む
つ
ま
し
か
り
し
か
は
　
神
の
御
し
る
し
に
こ
れ
を
忘
は
や
と
お
も
ひ
し
こ
ゝ
ろ
も
い
や
　
ま
さ
り
な
り
し
か
は
69　
　
こ
れ
も
又
神
は
う
け
す
そ
成
に
け
り
み
た
ら
し
川
の
御
そ
き
の
み
か
は
　
い
ま
は
す
か
た
を
た
に
み
せ
し
と
せ
し
あ
さ
ま
し
さ
を
70　
　
は
ゝ
き
ゝ
の
あ
り
と
は
か
り
は
み
せ
よ
か
し
さ
こ
そ
ふ
せ
や
の
よ
そ
に
な
る
と
も
」
　
ま
め
や
か
に
こ
の
お
も
ひ
の
み
つ
も
れ
は
後
の
世
の
せ
　
め
て
な
ら
ん
と
う
た
か
ひ
な
き
あ
さ
ま
し
さ
を
71　
　
さ
も
こ
そ
は
い
け
ら
ん
か
き
り
つ
ら
か
ら
め
後
の
世
を
た
に
あ
は
れ
と
は
と
へ
　
も
し
世
の
末
に
ひ
ま
も
あ
り
ぬ
へ
き
た
よ
り
い
て
く
る
と
ま
つ
　
こ
ゝ
ろ
み
る
へ
き
を
そ
れ
も
わ
か
身
の
久
し
か
る
へ
き
な
ら
ね
は
72　
　
行
末
を
え
こ
そ
ち
き
ら
ね
さ
た
め
な
き
世
に
な
か
ら
へ
ん
う
き
身
な
ら
ね
は
　
あ
な
か
ち
に
我
に
な
さ
け
を
す
て
ゝ
も
人
の
た
め
何
か
は
と
お
ほ
え
て
─　　─28
73　
　
か
く
は
か
り
我
に
心
を
つ
く
さ
せ
て
お
も
へ
は
君
か
な
に
ゝ
か
は
せ
ん
　
て
な
ら
ひ
し
た
り
し
ほ
う
く
と
も
の
ち
り
し
か
は
な
に
と
な
く
　
め
に
た
ち
て
と
り
て
も
ち
た
る
に
つ
け
て
も
返
事
　
な
と
せ
し
事
の
思
ひ
い
て
ら
れ
て
74　
　
い
た
つ
ら
に
を
ち
ゝ
る
君
か
こ
と
の
葉
も
な
と
か
我
身
に
な
ひ
か
さ
る
ら
ん
」
一
三
　
そ
こ
に
あ
り
と
も
し
ら
す
す
か
た
を
も
み
す
こ
ゑ
を
た
に
　
き
か
す
は
中
〳
〵
思
ひ
を
こ
た
る
事
は
あ
り
も
や
せ
ん
と
　
お
ほ
え
て
75　
　
か
き
た
え
て
行
ゑ
も
し
ら
ぬ
君
な
ら
は
思
ひ
わ
す
る
ゝ
時
も
あ
ら
ま
し
　
こ
の
ま
ゝ
に
は
か
な
く
成
な
は
行
す
ゑ
に
あ
ら
ん
事
　
も
か
た
く
お
ほ
え
て
76　
　
た
れ
と
君
こ
の
世
の
中
に
と
ま
り
ゐ
ん
我
は
よ
み
ち
に
さ
き
た
ち
ぬ
へ
し
　
あ
ひ
み
ぬ
事
の
後
ま
て
心
に
か
ゝ
ら
ん
こ
と
の
か
へ
す
〳
〵
あ
　
ち
き
な
く
て
77　
　
恋
し
な
は
う
か
れ
ん
玉
よ
し
は
し
た
に
わ
か
お
も
ふ
人
の
つ
ま
に
と
ゝ
ま
れ
78
さ
て
も
わ
れ　
　
君
に
つ
か
へ
て　
　
こ
し
か
た
は　
は
る
は
み
山
の
　
は
な
に
な
れ　
　
い
ま
は
雲
井
の　
　
月
か
け
の　
　
の
と
か
に
て
ら
す
」
　
御
代
に
あ
ひ
て　
心
ゆ
く
事　
　
　
　
お
ほ
け
れ
と　
か
す
か
の
山
の
新
収
『
隆
房
の
恋
づ
く
し
』
─　　─29
　
ふ
ち
な
み
の　
　
こ
た
か
き
色
に　
　
人
し
れ
ぬ　
　
心
を
つ
く
し
　
そ
め
し
よ
り
に　
ね
て
も
さ
め
て
も　
わ
す
ら
れ
ぬ　
お
も
ひ
な
る
か
な
　
よ
し
な
さ
を　
　
か
つ
み
る
う
ち
も　
む
ね
さ
は
き　
み
ぬ
ま
は
ま
し
て
　
け
ふ
い
く
か　
　
い
つ
か
〳
〵
と　
　
ま
た
れ
つ
　ゝ
さ
る
は
又
み
る
　
た
ひ
こ
と
に　
　
人
に
こ
と
な
る　
　
ふ
し
柴
は　
　
は
か
な
き
事
も
　
さ
も
そ
た
　ゝ
　
た
め
し
も
な
き
と　
お
も
ひ
し
む　
事
の
お
ほ
さ
は
　
中
川
の　
　
　
　
ま
さ
こ
の
か
す
に　
た
と
へ
て
も　
あ
か
す
お
ほ
え
て
　
な
に
と
し
て　
　
か
く
し
も
人
に　
　
こ
と
な
る
と　
お
も
ふ
に
つ
け
て
　
中
〳
〵
に　
　
　
つ
ら
く
さ
へ
こ
そ　
お
ほ
え
け
れ　
け
ふ
又
み
て
も
　
ま
た
恋
し　
　
　
み
る
か
ひ
お
ほ
き　
玉
つ
さ
は　
　
さ
ら
に
も
い
は
す
　
て
に
ふ
れ
し　
　
物
と
し
な
け
れ
は　
は
か
も
な
き　
ち
り
の
は
し
ま
て
」
一
四
　
な
つ
か
し
み　
　
と
り
つ
み
て
を
く　
か
く
ま
て
に　
た
ゝ
あ
ち
き
な
く
　
お
ほ
ゆ
る
に　
　
三
か
さ
の
山
の　
　
さ
か
き
葉
の　
宮
こ
の
路
に
　
う
つ
る
と
か　
　
天
の
下
み
な　
　
　
さ
は
き
つ
　ゝ
わ
き
て
い
か
に
と
　
お
も
ふ
に
も　
　
さ
は
く
こ
ゝ
ろ
は　
お
ほ
か
せ
に　
く
た
く
る
浪
に
　
こ
と
な
ら
す　
　
お
も
ふ
も
く
る
し　
雲
の
う
へ
に　
か
よ
ひ
し
道
は
　
た
え
ま
お
ほ
み　
た
ま
〳
〵
か
た
へ　
と
ほ
し
火
の　
影
ほ
の
か
な
る
　
よ
ひ
の
ま
も　
　
な
こ
り
は
さ
ら
に　
さ
て
し
も
そ　
せ
ん
か
た
も
な
き
─　　─30
　
心
地
な
り　
　
　
と
し
立
か
へ
る　
　
い
そ
き
に
も　
な
に
ゝ
か
春
の
　
ひ
か
り
を
も　
　
た
れ
を
か
ま
た
ん　
す
さ
ま
し
や　
花
の
に
し
き
を
　
た
ち
き
て
も　
　
き
み
み
ぬ
色
は　
　
物
う
く
て　
　
こ
と
に
も
あ
ら
ぬ
　
な
み
た
こ
そ　
　
た
も
と
に
か
ゝ
れ　
か
く
し
つ
　ゝ
む
月
こ
え
ぬ
る
　
や
ゝ
ふ
け
し　
　
夜
半
に
あ
ひ
み
し　
そ
の
ほ
と
の　
心
の
ま
よ
ひ
」
　
い
へ
は
え
に　
　
た
と
へ
て
い
は
ん　
か
た
も
な
し　
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の
ゝ
ち
さ
ら
に
　
恋
し
さ
の　
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を
み
へ
ぬ
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心
ち
し
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や
か
て
う
か
れ
し
　
た
ま
し
ゐ
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中
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い
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に
け
ん　
身
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は
か
へ
ら
す
　
つ
く
〳
〵
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な
か
む
る
こ
ゝ
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と
ゝ
し
く　
あ
ら
れ
ぬ
ま
ゝ
に
　
さ
り
と
て
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神
仏
に
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い
の
ら
め
と　
た
の
み
な
れ
に
し
　
み
た
ら
し
の　
　
水
の
な
か
れ
を　
　
た
つ
ね
て
も　
み
そ
き
か
ひ
な
き
　
あ
ち
き
な
さ　
　
さ
て
も
か
た
へ
の　
も
ろ
人
に　
　
又
さ
そ
は
れ
て
　
千
は
や
ふ
る　
　
神
の
き
た
の
に　
　
お
も
む
け
は　
は
れ
ぬ
心
を
　
し
り
か
ほ
に　
　
空
さ
へ
く
れ
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あ
め
の
中　
　
あ
ま
や
と
り
し
て
　
を
く
る
ま
を　
　
か
れ
と
は
か
り
に　
み
や
ら
れ
し　
竹
の
一
む
ら
　
め
に
か
け
て　
　
さ
て
た
に
し
は
し　
あ
ら
は
や
と　
お
も
ふ
か
ひ
な
く
　
や
り
す
く
る　
　
な
こ
り
に
い
か
に　
そ
れ
さ
ら
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忍
ひ
か
た
き
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五
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く
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あ
や
に
く
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と
を
さ
か
り
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こ
す
ゑ
さ
へ　
ほ
の
か
に
成
し
　
ほ
と
よ
け
に　
　
そ
ゝ
ろ
に
す
ゝ
む　
な
み
た
こ
そ　
を
き
も
と
ま
ら
す
　
を
ち
ま
さ
れ　
　
さ
て
も
か
ゝ
ら
ぬ　
を
り
〳
〵
の　
て
う
は
い
せ
ち
ゑ
　
し
よ
ゐ
ち
も
く　
こ
れ
ら
の
た
よ
り　
さ
な
ら
て
は　
み
ま
し
な
れ
ま
し
　
い
は
ま
し
と　
　
た
ゝ
お
も
か
け
の　
た
ち
そ
そ
ふ　
春
に
な
り
て
も
　
け
ふ
は
は
や　
　
昔
に
成
ぬ　
　
　
　
あ
か
さ
り
し　
た
ゝ
一
た
ひ
の
　
時
の
ま
も　
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は
か
り
な
る　
う
さ
よ
け
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い
か
に
せ
ん
〳
〵
　
い
か
に
せ
ん
〳
〵
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葉
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法
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を
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範
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も
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を
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京
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摂
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太
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臣
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前
大
納
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夕
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正
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恋
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し
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に
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又
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行
法
師
14
し
ら
さ
り
き
雲
井
の
よ
そ
に
み
し
月
の
影
を
た
も
と
に
や
と
す
へ
し
と
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
み
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し
ら
す
15
あ
か
な
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と
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製
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た
ま
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け
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藤
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ら
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し
は
し
ま
て
ま
た
夜
は
ふ
か
し
な
か
月
の
あ
り
明
の
月
は
人
ま
と
ふ
な
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條
院
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ぬ
き
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あ
け
ぬ
れ
と
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た
き
ぬ
〳
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て
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ぬ
ら
し
つ
る
か
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言
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家
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あ
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つ
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な
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け
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後
鳥
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た
の
め
す
は
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ち
の
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と
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を
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よ
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の
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け
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製
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は
か
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ら
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か
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せ
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清
慎
公
27
よ
ゐ
〳
〵
に
君
を
あ
は
れ
と
思
ひ
つ
ゝ
人
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は
い
は
て
ね
を
の
み
そ
な
く
　
　
　
か
へ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
み
人
し
ら
す
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い
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よ
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法
印
定
為
33
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し
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二
位
家
隆
34
床
は
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ま
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も
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に
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製
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つ
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は
ら
の
元
真
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ま
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行
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な
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れ
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瀬
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花
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製
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と
も
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し
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原
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れ
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お
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す
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み
式
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け
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行
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て
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け
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」
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を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
な
ん
　
（
九
行
分
空
白
）」
二
〇
　
（
白
紙
）」
二
一
〜
二
五
　
（
一
面
空
白
）」
　
　
明
治
十
有
五
年
十
一
月
廿
日
　
　
　
　
　
　
　
爾
来
放
不
為
　
　
　
　
　
北
大
路
末
吉
郎
」
二
六
　
（
遊
紙
）」
二
七
新
収
『
隆
房
の
恋
づ
く
し
』
─　　─37
【
付
記
】
　
解
題
の
う
ち
書
誌
に
つ
い
て
は
渡
邉
と
兼
築
が
共
同
執
筆
し
、
そ
れ
以
外
の
部
分
は
渡
邉
が
執
筆
し
た
。
翻
刻
は
板
垣
・
上
田
・
金
子
・
田
原
が
翻
字
し
た
本
文
を
、
兼
築
・
渡
邉
が
校
閲
し
た
。
 
（
わ
た
な
べ　
ゆ
み
こ　
　
　
文
学
学
術
院
非
常
勤
講
師
）　
 
（
か
ね
ち
く　
の
ぶ
ゆ
き　
　
　
　
　
文
学
学
術
院
教
授
）　
 
（
い
た
が
き　
ま
り
え　
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
）　
 
（
う
え
だ　
ひ
ろ
し　
　
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
）　
 
（
か
ね
こ　
え
い
わ　
　
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
）　
 
（
た
ば
る　
か
な
こ　
　
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
）　
